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8月5日午前10時～12時
白石市福岡長袋字岩崎地内

　
宮
城
県
と
白
石
市
で
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
水
害
防
止
対
策
に
…

　
昨
年
8
月
5
日
の
台
風
1
0
号
に
よ

り
、
市
内
各
地
区
で
が
け
崩
れ
や
、

床
上
、
床
下
浸
水
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
い
つ
襲
わ
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
水
害
か
ら
住
民
の
生
命
や

財
産
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に
く

い
と
め
る
た
め
の
訓
練
で
す
。

『
台
風
の
接
近
に
と
も
な
う
大
雨
に

よ
り
、
市
内
の
各
河
川
は
増
水
し
、

白
石
市
福
岡
長
袋
付
近
の
白
石
川
左

岸
堤
防
に
決
壊
の
お
そ
れ
が
あ
り
、

水
防
団
の
出
動
が
必
要
に
な
っ
た
』

と
い
う
想
定
の
も
と
に
実
施
し
ま
す
。

訓
練
は
、
護
岸
の
た
め
の
「
木
流

し
工
法
㌧
「
五
徳
縫
い
工
法
」
・
「
か

ご
止
め
工
法
」
・
「
改
良
積
土
の
う
工

法
」
・
「
打
継
ぎ
工
法
」
な
ど
に
よ
り
、

噺
噸
、

篭
．

㌦
皿
駄
堕

蜘
べ

童
亀
’

緊
急
の
水
害
に
備
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
各
家
庭
に
お
い
て
も
、
家
の
周
囲

の
危
険
箇
所
の
点
検
、
整
備
や
、
避

難
経
路
・
場
所
、
非
常
用
持
出
品
な

ど
の
確
認
を
し
、
緊
急
の
場
合
に
も

落
ち
着
い
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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自
石
市
交
通
安
全
・

　
　
　
　
　
防
犯
推
進
市
民
大
会

自
職

夏
襲
，
響

　
　
　
8
月
臆
圏
㌻
＄
月
綿
騒

　
交
通
規
則
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の
な
い
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
　
8
月
1
3
日
㈱

　
　
　
午
後
3
時
3
0
分
～
5
時

▼
場
所
　
市
役
所
庁
舎
前
駐
車
場

▼
内
容
　
市
内
小
学
生
の
交
通
安
全

　
・
防
犯
推
進
作
文
入
賞
者
表
彰

　
最
優
秀
作
品
の
発
表

／鋤
　
－
、
彪
騨

　
　
脅
汐

　
　
　
！
E

　
　
　
一
．
窄
下

野
　
，
㍉
直
麺
響

　
　
　
［

　
終
了
後
駅
前
ま
で
県
警
音
楽
隊
を

先
頭
に
大
パ
レ
ー
ド
。

　
駅
前
広
場
に
お
い
て
県
警
音
楽
隊

に
よ
る
市
民
ふ
れ
あ
い
納
涼
コ
ン
サ

ー
ト
、
交
通
安
全
・
防
犯
推
進
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま
す
の
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
雨
天
の
場
合
は
市
役
所
4
階

大
会
議
室
で
（
市
民
大
会
の
み
）
行
い

ま
す
。

噸
、
螺
域

　　　　ハゴ

，，＿酔蜀獲
ロラ　　　ハロハそトユ

　　　 門』

真
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
『
自
石
夏
ま
つ
り
』
が
8
月
12
日
か
ら
15
日
ま

　
で
の
4
日
問
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

盆
踊
り
大
会
や
自
石
音
頭
パ
レ
ー

ド
、
4
回
目
を
迎
え
た
花
火
大
会
な

ど
の
ほ
か
今
年
の
特
別
企
画
『
輸
入

品
バ
ザ
ー
ル
・
イ
ン
・
白
石
』
を
市

民
会
館
に
お
い
て
開
き
ま
す
。
こ
れ

は
、
ジ
ェ
ト
ロ
の
特
別
協
賛
に
ょ
っ

て
輸
入
食
料
品
・
雑
貨
の
即
売
を
し
、

市
民
に
円
高
還
元
を
し
よ
う
と
い
う

大
々
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

み
ん
な
で
参
加
し
て
『
白
石
夏
ま

つ
り
』
を
盛
り
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

（
第
一
小
↓
中
町
”
自
石
駅
前
）

M
日
　
午
後
7
時
～
午
後
9
時

〔
雨
天
の
場
合
、
1
5
日
午
後
1
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
〕

白
石
夏
ま
つ
り
日
程

レ
①
自
石
駅
前
盆
踊
り
大
会

　
　
　
　
（
臼
石
駅
前
広
場
）

12

日
・
1
3
日
午
後
7
時
～
午
後
9
時

む
輸
入
品
バ
ザ
ー
ル
・
イ
、
，
・
：
日
石

　
　
　
　
（
自
石
市
民
会
館
）

13

日
・
1
4
日
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時

15

日
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

＠
歩
行
者
天
国
イ
ベ
ン
ト
広
蝦

　
　
　
　
（
中
町
・
長
町
通
り
）

14

日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

　
〔
雨
天
の
場
合
、
1
5
日
午
前
1
0
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
〕

㊥
白
石
音
頭
パ
レ
ー
ド
．

㊥
商
工
「
ノ
■
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
（
白
石
市
民
会
館
）

14

日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時

15

日
　
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

⑬
花
火
大
会

　
　
　
　
（
白
石
川
緑
地
公
園
）

15

日
　
午
後
7
時
～
午
後
9
時

〔
雨
天
の
場
合
、
順
延
…
1
6
日
午

後
7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
〕
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農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る

　
任
期
満
了
に
伴
う
白
石
市
農
業
委
業
共
済
組
合
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
理

員
会
委
員
の
選
拳
が
去
る
七
月
十
二
事
各
一
名
が
決
ま
り
、
農
業
委
員
会

日
行
わ
れ
、
即
日
開
票
に
よ
り
次
の
委
員
十
六
名
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
な
お
委
員
の
任
期
は
昭
和
六
十
二

　
選
任
に
よ
る
委
員
と
し
て
七
月
二
年
七
月
二
十
日
か
ら
昭
和
六
十
五
年

十
日
開
催
の
臨
時
議
会
で
二
名
、
省
七
月
十
九
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

令
で
定
め
る
農
業
協
同
組
合
及
び
農

選
拳
に
よ
る
委
員

　
（
得
票
順
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

氏
　
　
名

佐志成佐多村佐高菊八日高

藤村沢竹田山藤橋地島下橋

内文東光高要　　勝幸宗要
藏　洋
雄吉治雄雄助正達治夫夫一

住

所

白
石
市
小
原
字
塩
倉
35

白
石
市
福
岡
八
宮
字
吹
上
13

白
石
市
大
鷹
沢
大
町
字
佐
野
道
8
4

白
石
市
鷹
巣
字
城
内
屋
敷
3
0

自
石
市
大
平
中
目
字
北
城
前
6
ノ
ー

白
石
市
自
川
津
田
字
越
田
前
2
6
／
2
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
箕
輪
田
1
番
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石
市
福
岡
八
宮
字
不
忘
山
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字
五
丁
目
5
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

白
石
市
斎
川
字
道
満
4
8

白
石
市
福
岡
深
谷
字
地
蔵
堂
0
8

白
石
市
越
河
字
鍛
治
内
25

選
任
に
よ
る
委
員

（
敬
称
略
）

寿
山
団
地
分
譲
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
先
着
順
分
譲
中
ガ
》

　
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
寿
山
団
地
の
宅
地
80
区
画
と
分
譲
住
宅

9
戸
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。
分
譲
住
宅
購
入
資
金
等
の
金
利
も
4
月
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
引
き
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

住
／
近
　
　
　
』
翌

／
棺
勧
　
　
　
緑

　
　
　
　
　
　
　
鰍
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

氏

名

斎大鈴和

藤庭木泉

孝儀康義
　兵
栄衛弘孝

住

所

白
石
市
字
寺
囲
3
ノ
ー

自
石
市
越
河
五
賀
字
上
馬
渡
戸
1

白
石
市
小
下
倉
字
河
原
田
8

自
石
市
小
原
字
江
志
堤
下
9
5
／
4

寿山団地募集薩画図

撫
辮

4．2％

25年
4．7％

25年

孝

元釦oo万円

，O，0艮6円

瀧300万円
78，159円

田．175円

ステ・
　　　　矩

毎月腿

髭釦go万円

　1，，55珊

鴬卸50万円

　15，耳鋸円

34．709

　　　円

金 顧

890万円

650万円

円
9
万

n
・

9
冒

1，560，9

　　　万円

斡纈
公　庫

公庫待別
　加算額

自己資金

合　計

◎分譲住宅9戸

　住②宅地269，51㎡（81，52坪）674，6万円

　　　建物104，28㎡（31，54坪）813，1万円

　　　屋外附帯工事（給・排水・ガス等）

　　　　　　　　　　　　　　　65，0万円

　　　　水道加入負担金（20φ）　8，2万円

　　　　　　　　1・560・9万円　※詳しくは、市役所建設課

の場合の資金計画、返済金額　　　　　　　　　a25－2111内線263

よ右の表（一例）のようにな　　宮城県住宅供給公社費022－261－6161

ります。　　　　　　　　　　船迫現地案内所雪0224－57－2184まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

◎宅地80区画

　購入及び返済例

　宅①244，86㎡（74，07坪）

　　　　　622，7万円の場合

利率

｛ボーナス併朋実払一
　　　　　　の場合，

鎌
．

口
％
年蝋鵬劔婿

1公社分劃以外の借入を含む1

200
万円

些227
万円

資金

　輝
公社分割

自己資金

※提携ローンも利用できます。

国
民
年
金
加
入
の

　
　
　
　
　
手
続
き
は
忘
れ
ず
に
〃

　
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
加

入
者
で
あ
る
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

20

歳
以
上
、
6
0
歳
未
満
の
奥
さ
ん
は

国
民
年
金
の
第
3
号
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。

　
保
険
料
は
自
分
で
納
め
る
必
要
は

な
く
、
夫
の
加
入
す
る
年
金
制
度
で

負
担
し
て
く
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
第
3
号
被
保
険
者
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
に
は
、
市
役

所
に
届
け
出
て
認
定
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

　
届
出
の
方
法
は
、
届
出
用
紙
に
必
寄

要
事
項
を
記
入
し
、

①
夫
の
勤
務
先
の
事
業
主
の
確
認
を

　受け

て
提
出
す
る
。

②
夫
の
年
金
手
帳
、
健
康
保
険
証
、

　
印
鑑
を
持
参
す
る
。

の
い
ず
れ
か
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
H
な
心
と
た
く
ま
し
い
体
を
育
む
こ
と
皿

さ
い
。

　詳しく

は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

塗
一
五
－
二
一
一
一
（
内
線
一
三
六

・
一
三
七
）
へ
ど
う
ぞ
。

老
齢
福
祉
年
金

証
書
の
提
出
を

　
　
　
お
忘
れ
な
く
〃
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
月
は
、
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
月
で
す
。
郵
便
局
の
窓
口
で
n
日

、
ご
、
）
ノ
眠
》
　
＼
～
－

☆
臨
爺
、
継
譲
締
韓
雄

　
　
　
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
接
ご
連
絡
い
た

ト
や
ρ
卓
｝
－
才
？

f
－
砂
ー
・
ア
ア
費
ー
ア
？
ー
↓

“
国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
　
　
　
蕗

4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
ご
利
用
あ
ん
愈
い
　
心

㎝
1
あ
な
た
も
キ
ヤ
ン
プ
生
活
を
　
　
　
◎
週
刊
誌
を
見
て
ス
タ
イ
ル
を
良
く

　
　
　
　
体
験
し
ま
せ
ん
か
ー
　
　
↑
す
る
下
着
を
注
文
し
た
。
代
金
後
払

一
国
立
霧
善
少
年
野
営
場
は
、
『
、
＋
日
以
内
返
品
可
能
と
あ
っ
た

、
雄
大
な
自
然
の
下
で
の
キ
ャ
ン
プ
生
｛
の
で
気
軽
に
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
郵

冨
を
通
じ
て
、
自
然
の
美
し
さ
巌
鷹
止
め
で
代
金
引
姦
目
え
壕
っ

命
し
さ
を
体
験
す
る
な
か
か
ら
自
立
心
｛

薯
耐
心
曇
・
青
少
年
に
象
駁
ω
舘
雛
薙
誌

。
を
目
的
と
し
た
警
施
設
で
す
・
隆
サ
イ
ズ
小
さ
い
下
着
に
交
換
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
て
も
ら
っ
た
。
今
度
は
小
さ
く
て
入

一
ご
利
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唖
ら
な
い
。
返
品
し
た
い
と
い
っ
た
ら

4
　
利
用
で
き
る
人
は
、
青
少
年
及
び
・

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
十
日
過
ぎ
た
の
で
と
断
ら
れ
た
。

辛
青
少
年
教
育
指
導
者
・
関
係
者
等
と
卒

冷
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
4
　
最
近
、
居
な
が
ら
に
し
て
変
っ
た

一
　
利
用
に
当
っ
て
は
・
所
定
の
利
用
一
商
口
叩
を
購
入
で
き
る
通
信
販
売
が
、

冨
込
書
を
郵
送
ま
た
は
、
来
場
の
乏
テ
レ
ビ
．
新
聞
．
雑
誌
．
ダ
イ
レ
ク

・
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
受
付
卓
ト
メ
ー
ル
な
ど
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て

一
期
間
は
、
一
年
前
か
ら
．
一
週
間
前
ま
一
い
ま
す
。
働
く
女
性
の
増
加
、
高
齢

・
で
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
も
通
信
販
売

　
野
営
場
へ
の
入
場
は
無
料
で
す
。
一
の
利
用
者
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
ま

．
野
営
生
活
に
必
要
な
用
具
は
、
持
参
轟
す
が
、
返
品
に
関
す
る
苦
情
が
案
外

が
原
則
で
す
が
・
誓
場
で
貸
し
出
イ
い
よ
う
で
す
．

H
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
一
　
十
日
以
内
返
品
可
能
と
は

・
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
準
H
十
日
以
内
に
業
者
に
連
絡
す
る
の

通
信
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル

以
内
で
あ
れ
ば
返
品
で
き
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
通
信
販
売
は
、
購
入
者
の
イ
メ
ー

ジ
し
た
も
の
と
異
な
る
場
合
も
あ
り

販
売
条
件
が
不
明
確
に
な
り
や
す
く

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
い
も
の
で
す
。

利
用
す
る
場
合
は
、
ま
ず
返
品
で
き

る
期
間
、
返
品
の
際
の
費
用
負
担
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
な
お
、
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
の
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ク
匿
リ
ン
グ
・
オ
フ

※
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
日
本

語
に
す
れ
ば
「
頭
を
冷
や
し
て
」
と

い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
訪
問
販
売

で
売
買
契
約
が
結
ば
れ
た
日
を
含
め

一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
書
面
に
よ
っ

て
申
し
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除

が
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
亀
聯
感
咳
嚇
噺
ぺ
脚
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去
る
七
月
十
六
日
、
滋
賀
県
大
津
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
河
川
総
合
開

発
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
（
竹
下
登
会
長
）
に
お
い
て
、
意
見
発
表
の
機

会
が
与
え
ら
れ
た
の
で
、
次
の
よ
う
に
東
北
ダ
ム
事
業
の
促
進
を
強
く
訴

え
る
。

　
私
ど
も
の
自
石
市
は
宮
城
県
の
最

　南

端
に
位
置
し
、
い
わ
ば
南
の
玄
関

　
口
に
あ
た
り
ま
す
。
今
年
は
N
H
K

　
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
伊
達
政
宗
ブ
ー
ム

　
が
ま
き
お
こ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
藩

　政

時
代
伊
達
藩
は
、
幕
府
か
ら
特
に

　許さ

れ
て
城
が
二
つ
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
一
つ
が
仙
台
青
葉
城
、
も
う
一
つ
が

　白

石
城
で
ご
ざ
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で

　
は
、
西
郷
輝
彦
さ
ん
が
演
じ
て
お
り

　
ま
す
片
倉
小
十
郎
景
綱
が
城
主
で
ご

　ざ

い
ま
す
。
こ
の
白
石
城
と
、
こ
こ

　
近
江
の
国
は
実
は
深
い
関
係
が
ご
ざ

　
い
ま
す
。
戦
国
時
代
末
期
、
豊
臣
秀

』
吉
に
よ
る
奥
州
平
定
後
、
会
津
は
近

江
出
身
の
蒲
生
氏
郷
が
拝
領
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
時
白
石
は
氏
郷
の
領

地
と
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

し
て
改
め
て
白
石
城
の
縄
張
り
と
城

下
町
割
り
が
行
わ
れ
城
下
町
自
石
の

原
形
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
蒲
生
の
土
木
工
事
に
よ
り
城
下
町

自
石
が
誕
生
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
し
下
っ
て
大
阪
冬
の
陣

の
時
伊
達
軍
の
先
鋒
二
代
片
倉
小
十

郎
重
長
が
大
阪
出
陣
の
途
中
、
こ
こ

大
津
で
「
愛
宕
神
社
に
祈
願
す
れ
ば

勝
ち
戦
ま
ち
が
い
な
し
」
と
神
の
お

告
げ
が
あ
っ
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
奥
州
白
石
と
遠
く
離

れ
た
、
こ
こ
近
江
の
国
と
の
歴
史
の
め

ぐ
り
合
わ
せ
に
何
か
感
慨
深
い
も
の

が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
七
月
二
日
、
東
北
地
方
の

直
轄
ダ
ム
に
関
係
す
る
一
六
五
市
町

村
に
よ
っ
て
東
北
直
轄
ダ
ム
事
業
促

進
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
私
が

会
長
を
お
お
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
今

日
は
臼
石
市
長
と
し
て
だ
け
で
な
く

東
北
の
直
轄
ダ
ム
の
関
係
市
町
村
を

代
表
す
る
立
場
で
意
見
を
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
古
来
よ
り
水
を
治
め
る
も
の
は
国

を
治
め
る
と
申
し
ま
す
。
東
北
に
も

北
上
川
、
阿
武
隈
川
、
最
上
川
な
ど

全
国
で
も
有
数
の
河
川
が
ご
ざ
い
ま

す
。
私
た
ち
の
先
人
は
東
北
の
河
川

を
治
め
る
た
め
に
そ
れ
こ
そ
血
の
に

じ
む
よ
う
な
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
例
え
ば
北
上
川
の
瀬
替
、
最

上
川
と
赤
川
の
分
離
、
舟
運
の
た
め

の
阿
武
隈
川
の
改
修
、
安
積
疎
水
な

ど
数
多
く
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
戦
後
、
北
上
川
総

合
開
発
計
画
に
よ
る
ダ
ム
建
設
が
華

々
し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十

八
年
建
設
省
直
轄
ダ
ム
の
第
一
号
と

し
て
我
が
国
初
め
て
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ

ル
ダ
ム
で
あ
る
石
渕
ダ
ム
が
完
成
し

ま
し
た
。
以
来
直
轄
ダ
ム
と
し
て
十

ニ
ダ
ム
が
完
成
し
、
さ
ら
に
現
在
十

一
ダ
ム
が
建
設
中
で
あ
り
ま
す
。
正

に
東
北
は
ダ
ム
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、

東
北
開
発
の
根
幹
は
、
ダ
ム
建
設
の

促
進
に
あ
る
と
申
し
て
も
過
言
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
当
市
が
恩
恵
を
受
け
る

七
ケ
宿
ダ
ム
は
、
現
在
工
事
の
最
盛

期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
完

成
に
私
達
が
期
待
す
る
も
の
は
数
多

く
ご
ざ
い
ま
す
。
第
一
に
、
昨
年
八

月
五
日
の
豪
雨
に
よ
り
、
白
石
川
流

域
各
市
町
は
非
常
に
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
ダ
ム
が
完
成
す
る

こ
と
に
よ
り
災
害
と
住
民
の
不
安
が

一
挙
に
解
消
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
本
市
に
は
近
年
数
多
く
の
企
業
が

進
出
し
て
お
り
、
例
え
ば
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
は
、
全
国
の
九
〇
パ
ー
セ
ン

ト
が
臼
石
で
生
産
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て

も
、
将
来
の
水
の
確
保
が
キ
メ
手
に

な
る
こ
と
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
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ま
た
本
市
は
、
河
川
敷
地
内
に
公

園
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
を
建
設

し
て
お
り
ま
す
が
、
七
ケ
宿
ダ
ム
の

建
設
に
よ
り
、
さ
ら
に
河
川
敷
の
有

．
効
利
用
が
は
か
ら
れ
ま
す
し
、
七
ケ

宿
ダ
ム
を
含
め
た
蔵
王
山
麓
の
観
光

開
発
に
も
大
き
な
期
待
を
よ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
内
最
大
の
水
が
め
と

し
て
八
市
十
一
町
約
一
八
○
万
人
に

水
道
用
水
を
供
給
し
ま
す
。
東
北
最

大
の
都
市
仙
台
は
も
と
よ
り
遠
く
松

島
ま
で
水
が
運
ば
れ
、
一
日
も
早
い

給
水
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
、
七
ケ
宿
ダ
ム
だ

け
で
は
な
く
東
北
全
域
に
わ
た
つ
て
、

同
様
の
期
待
が
あ
り
、
ダ
ム
事
業
の

な
お
一
層
の
促
進
が
望
ま
れ
る
ゆ
え

ん
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
東
北
各
ダ
ム
の
期
成
同
盟

会
の
連
合
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
動

き
が
盛
り
あ
が
り
、
先
ほ
ど
申
し
上

げ
ま
し
た
東
北
直
轄
ダ
ム
事
業
促
進

連
絡
協
議
会
を
発
足
さ
せ
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、
直
轄
ダ
ム
事

業
を
さ
ら
に
促
進
す
べ
く
、
様
々
な

活
動
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
所

存
で
す
。

　
作
家
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
は
、
そ
の

著
「
街
道
を
ゆ
く
」
の
中
で
「
明
治

政
府
は
結
局
、
東
北
の
開
発
に
は
力

を
入
れ
ず
、
東
北
、
北
海
道
を
飛
び

越
え
て
朝
鮮
、
満
州
に
進
出
し
て
し

ま
っ
た
」
と
書
い
て
お
り
ま
す
。
戦

後
、
東
北
に
も
政
府
の
温
か
い
目
が

向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
東
北
は
、
い
ま
な
お
開
発
の

途
上
に
あ
り
ま
す
。
近
年
民
活
導
入

が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、
基
盤
整

備
の
進
ん
で
い
な
い
地
域
に
民
間
の

進
出
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
従
っ
て

こ
れ
か
ら
の
束
北
の
発
展
と
自
立
に

と
っ
て
ダ
ム
を
始
め
と
す
る
公
共
投

資
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
は
、
何

よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
遠
い
過
去
か
ら
母
な
る
河
川
が
東

北
の
文
化
と
歴
史
を
育
て
て
ま
い
り

ま
し
た
。
我
々
は
河
川
か
ら
豊
か
な

恵
み
を
受
け
つ
つ
、
ま
た
手
痛
い
打

撃
も
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
北
上

川
総
合
開
発
の
原
点
に
立
ち
返
る
ま

で
も
な
く
地
域
発
展
の
基
礎
は
、
治

水
と
水
資
源
の
開
発
に
あ
り
ま
す
。

ダ
ム
事
業
は
調
査
か
ら
完
成
ま
で
非

常
に
長
い
期
間
を
要
す
る
こ
と
を
思

い
ま
す
と
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

今
、
ダ
ム
の
建
設
は
正
に
焦
眉
の
急

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
型
補
正
予
算
も
ま
も
な
く
成
立

す
る
と
い
う
こ
と
で
大
変
喜
ん
で
お

り
ま
す
。
社
会
資
本
へ
の
積
極
投
資

の
流
れ
を
確
実
な
も
の
と
し
、
東
北

ダ
ム
事
業
の
促
進
を
は
か
ら
れ
ま
す

こ
と
を
強
く
訴
え
ま
し
て
私
の
意
見

発
表
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

七ヶ宿ダムの大きさ

レ堤体積　520万㎡

　　（11tダンプで約130万台分

レダムの高さ　　93m

〉ダムの敷巾　450m

〉貯水量　10，900万㎡

C徽雛轡

劉七ヶ宿ダムのかたち（中央コァ型ロックフィルダム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿12m』昌＿ 　　EL308m

曳5乍眼m
ち
ら

へ

惑

い・狸

10m
EL259m

コア〔土）一フィルタ〔砂利1ロック（石塊1

住宅・社会資本の整備はここまで進んでいます

　　　（20年前と現在との比較）

　「－k勇蓋乃玄　　　　唱1夢自夢南国1壼延郵

　　　　　　　　　〆及　　　　〆　奇、

　　　　　　　　　40年
　　　　　　　　　190㎞

　　　ω年36％　　　　60年3，721㎞

　曇　可11整喝丁享 　　　　　　r熟｛fT‘　轟鞠幸5 怠

　　　価518％
　　ヨ『 士圧i引案面憶

　　　　5昨鳳6畳

60年61％

　
％

年
2

篇
4

卑嘱韮男
一施子

【
｝
7

ヨ葦」
出

立
”

　　　　60年35％

住
宅
や
道
路
な
ど
の
整
備
の
た
め
に

●

税のゆくえ

◎

　国は、地万公共団体の公営住宅建設に対す

る補助や、住宅金融公庫の低利融資を維持す

るための補給金などを支出しています。

　また、道路、港漕、空港などを整備し、充

実させるためにも、たくさんの費用を支出し

ています。

　このように、住宅、道路、上下水道などの

社会資本の整備のための貴用を「公共事業関

係費」といいます。

　　　　ノノ44

　　　　　　　　　　　　　　　　　偽
　一＿　・・’　…　　　　”　　　葺　ピ
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昭
和
2
1
年
3
月
に
設
立
き
れ
た
ニ

ッ
ト
製
品
の
専
門
メ
ー
カ
ー
で
す
。

　
工
場
は
本
鍛
治
小
路
（
現
在
城
北

町
）
に
あ
り
ま
し
た
が
狭
く
な
っ
た

た
め
、
昭
和
6
0
年
3
月
に
白
石
バ
イ

パ
ス
沿
い
の
現
在
地
へ
移
転
し
、
｝

流
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
高
級
な
婦
人
用
ニ
ッ
ト
製
品

を
製
作
し
て
い
ま
す
。

「
円
高
基
調
、
輸
入
攻
勢
の
な
か
で

ニ
ッ
ト
業
界
も
サ
バ
イ
バ
ル
競
争
、

生
き
残
り
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
プ
ロ
の
中
の
プ
ロ
し
か
勝
ち

残
れ
な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
」

　
　
　
　
鰍

騙
．
　

鵬
1
　
聯

　
　
　
　
咋
．

爾
一
　
雁

一
緬
　
饗

肥
に

　
「
物
造
り
の
大
敵
は
マ
ン
ネ
リ
化
で

す
。
特
に
近
年
、
流
行
の
期
問
が
短
く

な
り
、
ま
た
個
性
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
女
性
が
増
え
て
き
ま
し

た
の
で
、
消
費
者
の
二
ー
ズ
に
応
え

る
よ
う
、
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
・
ニ
ッ
ト

専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
新
た
な
可
能

性
と
ロ
マ
ン
を
追
求
し
、
技
術
の
研

鑛
に
努
め
て
い
ま
す
」
と
語
る
菅
野

社
長
さ
ん
。

　
高
感
性
と
高
技
術
を
結
び
つ
け
、

優
し
さ
、
柔
か
さ
、
豊
か
さ
、
快
さ

な
ど
ニ
ッ
ト
の
特
長
を
生
か
し
、
『
洗

練
さ
れ
た
手
造
り
の
風
合
』
に
ポ
イ

ン
ト
を
置
い
て
製
作
さ
れ
た
製
品
は

東
京
、
大
阪
方
面
へ
と
出
荷
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

　
蔵
王
連
峰
を
一
望
に
で
き
る
明
る

く
清
潔
な
工
場
で
世
界
的
に
権
威
の

あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
「
ボ
ー
グ
」

に
も
紹
介
さ
れ
る
付
加
価
値
の
高
い

製
品
を
造
っ
て
い
る
の
は
1
8
名
の
男

子
と
3
0
名
の
女
子
社
員
。

　
多
様
化
す
る
二
ー
ズ
や
限
り
な
い

美
へ
の
憧
憬
を
満
足
さ
せ
る
製
品
造

り
に
全
社
員
の
呼
吸
も
ピ
ッ
タ
リ
と

あ
い
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
．

食品衛生週間

8月3日～9日
冷蔵庫の“週信”は禁物

　
食
中
毒
の
六
割
が
夏
季
に
集
中

　
夏
は
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
季
節
。
昨

年
発
生
し
た
食
中
毒
件
数
の
六
〇
％
が
、
七

月
か
ら
九
月
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
食
中
毒
の
発
生
要
因
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
冷
蔵
庫
の
”
過
信
〃
に
よ
る
食
中
毒

も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
　
「
冷
蔵
し
て
い
る
の

だ
か
ら
、
食
品
は
い
た
ま
な
い
し
、
ま
し
て

食
中
毒
な
ん
て
…
…
」
と
思
わ
れ
る
方
も
多

い
で
し
ょ
う
が
、
冷
蔵
庫
は
、
絶
対
に
安
全

な
場
所
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
注
意
し
た
い
の
が
冷
蔵
庫
の
ド
ア
の
開

閉
で
す
。
一
度
冷
蔵
庫
を
開
け
る
と
、
庫
内

の
温
度
は
グ
ン
と
上
が
り
ま
す
。
実
験
に
よ

る
と
、
外
の
気
温
が
一
八
度
の
と
き
で
さ
え
、

ド
ア
を
十
秒
開
け
て
お
く
だ
け
で
、
庫
内
の

温
度
が
五
度
上
が
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。　

「
何
を
取
り
だ
そ
う
か
な
あ
」
と
ド
ア
を

開
け
て
考
え
て
い
る
数
秒
の
間
に
、
細
菌
は
、

じ
わ
り
じ
わ
り
と
活
動
を
は
じ
め
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
ド
ア
の

開
閉
は
で
き
る
だ
け
回
数
を
減
ら
し
、
開
け

て
い
る
時
間
も
短
く
し
ま
し
ょ
う
。
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庫
内
の
温
度
は
一
〇
度
以
下
に

　
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
や
ブ
ド
ウ
球
菌
な
ど
食
中

毒
を
引
き
起
こ
す
細
菌
は
、
気
温
一
〇
度
を

超
え
る
と
徐
々
に
増
殖
を
は
じ
め
ま
す
。
五

度
以
下
な
ら
ま
ず
安
心
。
で
す
か
ら
冷
蔵
庫

の
中
は
、
少
な
く
と
も
一
〇
度
以
下
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
庫
内
の
温
度
を
上
げ
な
い
た
め
に
、
夏
場
、

詰め込みすぎの

落とし穴

　
肉
や
魚
な
と
を
む
き
出
し
の

ま
ま
．
、
く
っ
つ
け
て
冷
蔵
庫
に
入

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
の

食
品
は
、
食
中
毒
を
引
き
起
こ

す
細
菌
が
表
面
に
つ
き
や
す
い

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ッ
フ
な
ど

で
包
ん
だ
り
、
ふ
た
付
き
の
容

器
に
入
れ
る
な
と
し
て
、
細
菌

の
相
互
汚
染
を
防
ぎ
ま
し
よ
つ
。

　
ま
た
、
庫
内
に
食
品
を
詰
め

込
み
す
ぎ
る
と
、
冷
気
の
循
環

が
悪
く
な
り
、
、
食
品
が
よ
く
冷

え
な
く
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

一睡〆
　　2＝．㍑謂＝．話題を追って

　　　　　　　　　　　ヨセマさけ　だちと楽しいたなばたまつり
月7日深谷保育園）

鱒麿撫露肉
l褒I　 　　　－　　　P　＾

¢、テ』穆　　 卜

吐’・　」　　　翻」＾動
，
ー
懸

璽
諜
蕪
．
心

囑
留
『
　
ー
　
　
　
　
　
ヤ
、
▲

　
　
　
　
　
、
臥

』
っ

i譲塾

翌

ぼ
，

』

　も一璽
、

蟹
、

、
冒
二
ど

凱
”
‘

ρ

歴
．
一

　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
大

＼

念記
）

ツ
　
　
　
“
『

躯
磯

嘆
．
遥
「

幌π

灘

，

f
豊

嗣

　
　
　
　
　
君

　奮　　　　　　早争　㌦　．．’π

ゼー！、．藤㌔　　　，一　一
．一　　　 一一　　勧’　凶蛾、ず　憩爺
▲村田一中生の立志登山施設の奉仕による除草作業

　　　（7月11日陽光園・あけぼの園）

、
、

車9

籔
■　r　　　　『　「

　、　　　　　、
　＝　　暦

▲白
19日）

5二

謡r顧炉
・
よ

、
畷

”

園

窯「窪

ぜ
，喰

盲
頁
槽

o廟　　貯，
　マ・P

」｝マ　，
明氏を招いて経済講演会
市民会館）

帰
囎

」駕門
▲外交評論家　加瀬英
　　　　　（7月14日

魂
．

賊
、■圏贈■4」ノ〆叩r圏『嗣

▲コールリンデ定期演奏会
　　　　（7月4日中央公民館

禦
　
詞
～
湘
甜
智
愚
畷
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珀 局新庁舎開局

7月2日）
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慶雛禽嶋診勧幽鞍豫欝鯵8麟

●検査料　440円

病気で療養中の方

　血圧，心臓，腎臓病等で治療中

の方は，検診を受ける必要はあり

ません。ただし，胸部レントゲン

検査を受けていない方は，結核健

康診断を受けてください。

※詳しくは，配布される「総合検

診のお知らせ」をご覧ください。

　保健衛生課　　総務係

　　　　　費25－2111（内線603）

◎
口

．
’
、
㌧
個
・
　
．
ー
イ
．
／
ン
わ
ブ
、
南
「

積，赤血球数，血色素量
容
他
料

球
の
査

血
そ
検

●
　
　
　
●

●検尿，身体計測，血圧測定，問

診，診察

●診査料　無料

〔精密診査〕

●一般診査で，医師から精密診査

　を必要と診断された方

●血圧検査，心電図，心音図，眼

底検査

●診査料　無料

　市民のみなさんの健康保持増進

のため次により総合検診を行いま

す。忘れず受診しましょう。

結核健康診断
●15歳以上の方（職場，学校，医

療機関などで受けた方は除く）

●胸部レントゲン撮影

●診査料無料

査検血貧一般健康診査
●18歳以上39歳までの女性で希望

者のみ（当日受付します）

一般診査〕40歳以上の方（職場

学校などで受けた方は除く）

ー
T
P
コ

〕
担
目
は
市
役
所
前
』
肝
由
レ
場
・
『
一
、
拓
刊
用
・
乳
．
聴
．

　　時間・自治会名

9：30～11；30

1、2、3、4の1、8

13：00～15：00

4の2、5、6、7の1、7の2

9：00～11：30
1、2、3、4、5、6、

13：00～15：00
7、8、9、10

9：30～10二30
4、5、6

12：00～13：30
緑が丘、鷹巣

9：00～11＝30
1、2、3、7

13：00～15：00
8、9、10、11

8：00～8：30

小下倉

9：30～11：00
寿　山

13：00～15：00
柳町（13班～31班）、旭町

9：00～11：30
本郷第一、郡山

13：00～15：00
上郡山、本郷第二

9：00～11：30
西益岡、中町、柳町（1～12班

13：00～15二〇〇

本郷第三、短ヶ町、亘理町

9：00～11：30
本町、長町、清水小路、寿町

13：00～15；00
田　町

17；00～19；00
都合で受診できなかった方

9100～11130
南町、本郷第四

13：00～15：00
中益岡、東益岡、新町

17：00～19：00
都合で受診できなかった方

爽『一施場』所：畑
為

斎川公民館木％

越河公民館金4

大鷹沢4集会所

鷹巣コミュニティセンター

月7

大鷹沢公民館火8

小下倉集会所

中央公民館
水9

中央公民館木

★

10

臼石市健康センタ金

★

自石市健康センター土12

白石市健康センター月14

．…爵蘭「鱒麟1会「名・1

9：00～10：30
三　住

12：00～13：00
不　忘

14100～15：00
川原子

9：00～11：00
八宮、大網、芹沢

12：30～14：00
鎌先、弥治郎

15：00～15：30
蔵　王

9＝00～11：30
沖

13：00～15：00
上原、下原、山根、山ノ下

9：00～9：30

上戸沢

10：30～11：30
下戸沢、赤井畑、冷清水、大熊

13：30～15＝00
塩倉、猿鼻、東、中北、新町

8：30　～9：30

湯本、明戸、赤坂、小久保平

11；00～12：00

滝上
13：30～15：00
滝下、尾箆

9：00～11：30
西区上、西区下、南区

13：00～15：00
北区、東区

8：30～9：30
白川6，7、大鷹沢12

11：00～12：00
2、4、5

13二30～15二〇〇

1、3

9；00～11：30
1、2、7、8

13：00～15：00

3の1、3の2、4、5、6

蔚灘舞漸

三住研修センター

罵獅

不忘研修センター

校分峰長

月騒

八宮生活センター

消防団鎌先詰所

蔵王集会所

火25

福岡公民館水

挙

26

上戸沢集会所

下戸沢公会堂

小原公民館

木27

明戸集会所

館会下滝

金28

深谷公民館月31

犬卒都婆公会堂

臼川公民館
火㍗

大平公民館水
　
2

★

10
瞥携

隔
b
ヒ

日
．
百

★

唯

㊥
が
留
②
鳴

か
ぼ
ち
ゃ
の

　
　
　
　
に
ん
に
く
い
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
測（大鷹

〆、

鴇響
大野きんさん

に
ん
に
く
の
香
り
が
し
た
ら
塩
、

こ
し
ょ
う
で
味
を
つ
け
、
み
じ
ん

切
り
の
パ
セ
リ
を
ふ
り
か
け
る
。

※
に
ん
に
く
と
か
ぼ
ち
ゃ
は
相
性
が

良
く
、
男
性
に
も
人
気
の
あ
る
お
か

ず
で
す
。
冷
め
て
も
お
い
し
さ
は
変

り
ま
せ
ん
。

※
か
ぼ
ち
ゃ
を
い
た
め
す
ぎ
る
と
、

形
が
く
ず
れ
て
皿
に
盛
り
つ
け
て
も

見
映
え
し
な
く
な
り
ま
す
。

　
塩
、
こ
し
よ
う
の
加
減
に
よ
り
一

人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
味
つ
け
も
で

き
ま
す
。

【
材
料
】
　
（
四
人
分
）

　
　
　
　
む

　
か
ぼ
ち
ゃ
3
0
9
、
に
ん
に
く
一
か

け
、
パ
セ
リ
少
々
、
バ
タ
ー
大
さ
じ

2
、
塩
少
量
、
こ
し
ょ
う
少
量
。

【
作
り
方
】

①
か
ぼ
ち
ゃ
を
5
～
6
ミ
リ
の
厚
さ

　
の
く
し
形
に
切
り
、
種
を
と
る
。

②
に
ん
に
く
と
パ
セ
リ
を
そ
れ
ぞ
れ

　
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

③
多
め
の
揚
げ
油
で
、
か
ぼ
ち
ゃ
の

　
表
面
に
う
っ
す
ら
焦
げ
目
が
つ
く

　
ま
で
揚
げ
る
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
と
か
し

　
に
ん
に
く
を
い
た
め
、
こ
れ
に
③

　
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
加
え
て
い
た
め
る
。

　
か
ぼ
ち
ゃ
が
き
つ
ね
色
に
な
り
、

／
津1ご存知ですか

　塩分のとりすぎに注意し灘しょう，ヴ

　　1日10g以下にできますか？
　　　家族みんなでうす味になれましよう。

あなたの塩分摂取量は？　暁，7・59＿
　
　
　
　
　
　
し

　
　
吻
　
　
浸
　
　
　
　
　
。

日19．5g1

狐09舜L

紹そ汁1腰動鵠1

塩分の多い食生釧

ごく普通の食事1

活は高血圧を招き

にもこんなに食塩

調査日：昭和62年7月1日　自石市

翻犠 輯慧磨輪地’．借畜つ

消費生活モニター調査結果
　　鱒　一勧，

上昇晶目：食パン

牛乳、バター、洗

濯用合成洗剤、カ

レーライス、プロ

パンガス
下降品目：．砂糖、

しょう芋由、ノ」、…葦粉、

マーガリン、ラッ
プ、灯油、（店頭価

格）灯油（配達料・
込み）

横ばい晶目：サラ

ダ油、ティッシュ
ペーパー、理髪料、

パーマネント料、

レギュラーガソリ
ン、軽油

鼎厩鷺地

△　0．3

△　0．3

△0．4

　　0．6

△4．8
　　0．4

　　0．8

△2．2
　　0．3

　　2．1

△0．8

△0．8

0．1

　　　266円

　　　257

　　　337

　　　　210

　　　146

　　　　184

　　　221

　　　366

　　　　132

　　　222

　　1，400

　　　460

　　1，566

　5，416

　　　897

　　　　910

　　　128

　　　　　79

　4．525

平均“蝶
　　　265円

　　　256

　　　337

　　　209

　　　147

　　　175

　　　222

　　　369

　　　132

　　　217

　1，405

　　　470

　1，566

　5，416

　　　889

　　　902

　　　128

　　　　79

　　4．528

ミ愈琴、穿無’

　　　258円

　　　250

　　　290

　　　168

　　　145

　　　148

　　　198

　　　328

　　　　90

　　　168

1，280

　　　450

　　1，500

　　5，300

　　　　850

　　　　850

　　　　126

　　　　　75

　　4、320

毅二高，季撫．・

　　280円

　　260

　　370

　　230

　　150

　　208

　　250

　　390

　　158

　　248

1，495

　　500

1．700

5，800

　　950

　　950

　　　130

　　　83

4、750

　滋類－1嵐 観，一

上白糖　　 1kg

上級濃ロポリ容器入り12

ポリ容器入り　　　　700g

薄力粉　　 1kg

並　 食　　 1袋

ソフトカルトン入り　225g

紙容器入り　　　1，000㏄

カルトン入り　　　2259

400枚（200組）紙箱入り

懸昏聾勝一導）
嚢b弊撫難4、k、

並　食　　一皿
小学生調髪

コールド（ショート）

1雛　（店頭価格）

184　（配達料込み）

1宜　　　現金
14　　　現金
10㎡（気体）

，1二薇 』名U
1．砂　　糖

2．しょう油

3．サラダ油

4．小麦粉
5．食パン
6．マーガリン

7．牛　　乳

8．バ　タ　ー
9。　ティッシュペーノ餌

10．ラ　ッ　プ

11．洗濯用合成洗剤

12．カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント料

￥由15．灯

1〔瓦　レギュラーガソリン

玉7．軽　　　油

18．プロパンガス

11



面

薗

隠

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
で

　
　
　
　
　
心
と
生
活
を
う
た
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
内
　
か
づ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
▼
白
石
市
字
十
王
堂
北
四
八
1
一

　
　
　
は
ぎ
れ

小
さ
い
端
布
や
使
い
ふ
る
し
た
洋
服
な
ど
を
利
用
し
て
つ
く
る

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
。
形
や
配
色
を
デ
ザ
イ
ン
し
な
が
ら
、
一
針
一

針
、
丹
念
に
縫
い
合
わ
せ
れ
ば
、
再
び
生
活
の
中
に
古
布
の
命

が
よ
み
が
え
る
面
白
さ
。

　
矢
内
さ
ん
と
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
と
の
出
会
い
は
、
ご
主
人

の
東
京
勤
務
の
頃
、
美
術
館

で
偶
然
見
た
「
ア
メ
リ
カ
・

イ
ン
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展
」

で
、
開
拓
時
代
の
厳
し
い
生

活
の
中
で
生
き
て
い
る
キ
ル

　
　
　
　
　
　
　
、
、
邑

　
　
　
　
　
遜
硬

酸，

、

ト
の
ぬ
く
も
り
に
感
動
し
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　「子

供
部
屋
の
ベ
ツ
ト
カ
バ
ー
は
、

子
供
た
ち
の
小
さ
く
な
っ
た
服
を
利

用
し
ま
し
た
し
、
壁
の
懸
け
物
は
一

年
余
り
を
か
け
て
、
主
人
の
Y
シ
ャ

ツ
を
使
っ
て
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
ど

　
　
れ
も
わ
が
家
の
思
い
出
と
な
る

　
　
も
の
で
あ
り
、
宝
物
で
す
」
と
製

　
作
当
時
を
回
想
す
る
矢
内
さ
ん
。

　
　
7
と
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
に
密
着
し
た
実
用
品
を
つ
く
る
と
い

蛙
働
く
婦
人
の
家
で
酷
姦
臭
内
さ
ん
の
膏
し
た
製
作
思
想

　
　
　
　
め
て
六
年
目
。
若
い
人
か
ら
実
の
現
わ
れ
な
の
で
し
ょ
う
。

年
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
人
た
ち
が

矢
内
さ
ん
か
ら
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
楽

し
さ
を
教
え
ら
れ
、
生
徒
の
中
に
は

自
分
で
教
室
を
も
つ
ほ
ど
ま
で
に
成

長
を
遂
げ
て
い
る
人
も
い
る
そ
う
で

す
。

　
矢
内
さ
ん
は
現
在
、
働
く
婦
人
の

家
や
公
民
館
を
主
体
と
し
た
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
創
造
性
と
多
様
性
を
学
ぶ

た
め
、
東
京
や
仙
台
で
行
わ
れ
る
講

習
会
に
参
加
し
て
い
る
ほ
ど
の
熱
心

さ
で
す
。

「
『
古
布
再
生
』
と
い
う
言
葉
が
好
き

で
す
。
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
服
や
シ

ャ
ツ
を
利
用
し
、
あ
く
ま
で
も
実
生

活
に
溶
け
込
ん
だ
作
品
づ
く
り
を
モ

ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。
パ
ッ
チ
ワ

ー
タ
の
原
点
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
開

拓
時
代
の
精
神
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
た
い
で
す
ね
」

「
さ
い
わ
い
、
わ
が
家
は
家
族
の
理

解
が
あ
り
、
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。

主
人
が
ア
メ
リ
カ
出
張
の
際
、
買
っ

て
き
て
く
れ
た
キ
ル
ト
は
た
い
へ
ん

う
れ
し
い
お
土
産
で
し
た
」
と
話
す

矢
内
さ
ん
。

　
　
片
倉
景
綱
が
、
政
宗
か
ら
白
石
城

バ
を
賜
わ
り
、
刈
田
郡
に
千
三
百
貫
文

一
を
拝
領
し
た
の
は
、
慶
長
七
年
（
一

潤
六
〇
二
）
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

）
　
こ
れ
は
朝
鮮
の
役
参
戦
以
来
、
慶

擁
長
五
年
の
白
石
城
攻
め
ま
で
、
政
宗

ら
の
た
め
勇
戦
奮
闘
し
た
大
功
に
対
す

ロ

・
る
恩
賞
で
あ
り
、
南
国
境
線
警
備
の

』
委
任
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
景
綱

．
）
は
病
気
の
た
め
臼
石
城
へ
移
る
こ
と

’
が
で
き
ず
、
代
っ

～
て
嫡
子
重
長
が
翌

．
八
年
二
月
八
日
入

　城し

た
。

　
同
年
三
月
三
日

一
の
仕
置
（
行
政
）
の

塊
め
の
条
目
は

二
、
家
中
知
行
は
半

　
高
だ
け
土
地
給

　
与
と
す
る
。

三
、
知
行
地
の
分
け

　
方
は
ク
ジ
引
き

　
と
す
る
。

郷土史アレコレ

一
三
、
武
士
が
百
姓
に
不
法
な
取
扱
い
を

▽
　
し
た
場
合
は
追
放
処
分
と
す
る
。

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
き
そ

’
四
、
農
民
の
直
訴
を
と
り
あ
げ
る
。

ソ
な
ど
近
世
封
建
初
期
の
統
治
方
針
と

｝
し
て
は
農
民
を
優
遇
し
た
も
の
で
あ

』
つ
た
。
こ
れ
に
は
、
景
綱
が
拝
領
す

リ

ャ
る
ま
で
の
刈
田
地
方
は
、
天
正
十
四

～一
年
（
一
五
八
六
）
以
来
し
ば
し
ば
領

一
一
主
が
交
替
し
、
と
く
に
蒲
生
領
時
代

“
は
奪
麟
（
収
穫
量
）
が
は
な
は
だ
高

ザ
ム
、
～
～
タ
’
、
5
　
　
　
　
ー
》
～
「
タ
2
ぐ
く
，
～
二
く
r

く
査
定
さ
れ
、
苛
酷
な
税
に
苦
し
ん
、

だ
農
民
は
各
所
で
一
揆
・
騒
動
を
お
ル

こ
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
武
力
で
、

制
圧
さ
れ
て
お
り
、
不
穏
な
情
勢
を
v

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

内
包
し
て
い
る
地
方
で
あ
っ
た
。
（
『
蒲
沙

生
氏
郷
記
』
）
新
領
主
と
し
て
当
地
に
鳳

入
っ
た
景
綱
に
は
、
ま
ず
百
姓
に
温
り

情
政
策
を
し
め
す
必
要
が
あ
り
、
百
｝

姓
を
安
堵
悦
服
さ
せ
る
こ
と
が
新
秩
ヤ

序
確
立
の
基
本
で
あ
る
と
見
通
し
て
．

　
　
　
　
　
　
の
民
心
把
握
の
た
＞

⑳

片倉氏の領内統治

継
ぎ
、
殖
産
興
業
や
新
田
開
発
な
ど

領
内
の
治
政
に
力
を
注
ぎ
、

年
（
一
六
五
六
）

発
な
ど
も
認
め
ら
れ
一
七
三
五
貫
七

二
三
文
と
な
り
、

一
二
）
に
六
十
貫
文
の
加
増
が
あ
り

表
高
千
八
百
貫
文
（
一
万
八
千
石
）
と

な
っ
た
が
、
実
収
は
二
万
石
に
近

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

め
の
寛
大
な
処
置
一

で
あ
ろ
う
。
　
　
）

　
幕
末
の
片
倉
氏
㌧

お
も
て
だ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

の
表
高
（
総
知
行
γ

は
一
万
八
千
石
で
㌧

あ
る
が
、
初
代
景
』

綱
は
千
三
百
貫
文
“

（
一
万
三
千
石
）
で
り

白
石
城
主
と
な
っ
死

　
　
　
　
　
　
冗

た
。
そ
の
後
、
歴

一

代
の
城
主
も
景
綱
㎏

　
　
　
　
　
　
　
　

の
志
を
よ
く
受
け
瀞

　
　
　
　
　
　
画

　
　
　
明
歴
二
．
・

ま
で
に
は
新
田
開
㌧

文
化
九
年
（
一
八
一
一

　
　
　
　
　
　
　
｝

　
「
臼
石
市
史
」
ル

　
　
　
　
　
　
㌔

』
丸
、
帽
　
　
二
T
F
♪
・
■
r
♂
ぐ
マ
レ
．
・
，
ρ
イ

！2

＼

イ
ド
ル

一
アの

．
家がわ

市
民
文
芸

　小野文也ちゃん（越河）

繁弘さん，初美さんの次男

ママからひとこと

　”健康で明るい子に

　　　　　　　育ってネ”

「
ゆ
　
り
」

亀
井
　
智
浩
（
深
谷
小
6
年
）

、一へ

7
二 無1？8卜＼

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
自
石
市

大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

　
歌
　
　
壇

配
達
の
荷
を
背
負
ひ
来
て
友
の
家
見
え
し
峡
路
に
小

緩
鶏
鳴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

花
嫁
と
な
り
し
吾
娘
と
別
れ
の
日
泪
に
か
す
む
関
門

海
峡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

縁
遠
き
子
等
を
想
ひ
て
老
の
身
の
力
の
足
り
な
さ
一

人
嘆
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
夜
潮

梅
雨
入
り
も
心
安
し
と
語
り
合
ふ
屋
根
の
修
復
終
え

し
夕
べ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

農
薬
を
使
わ
ぬ
キ
ャ
ベ
ツ
に
自
蝶
の
群
が
り
飛
べ
り

梅
雨
の
合
問
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

夕
焼
け
に
染
ま
り
し
蔵
王
峰
遠
く
見
え
汗
た
り
冷
え

て
急
ぐ
家
路
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

ひ
さ
び
さ
の
雨
に
潤
う
狭
庭
辺
に
こ
ぼ
れ
し
花
の
芽

に
踏
場
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
信
子

炎
天
下
の
屋
根
の
工
事
に
励
む
子
に
夕
べ
厨
に
そ
ー

め
ん
冷
や
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

黒
百
合
の
球
根
佐
渡
よ
り
求
め
来
て
二
年
目
の
花
わ

が
庭
に
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
右
近

四
十
有
余
年
使
い
き
た
り
し
古
井
戸
の
冷
め
た
き
水

の
た
だ
有
難
き
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
　
ま
す

　
　
　
「
評
」
一
首
目
、
汗
を
流
し
な
が
ら
配
達
の
荷
を
背

　
　
　
負
っ
て
来
た
坂
道
に
か
ん
高
い
小
緩
鶏
の
鳴
き
声
を

　
　
　
耳
に
す
る
、
作
者
は
働
く
よ
ろ
こ
び
と
共
に
生
活
を

　
　
　
張
り
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。
さ
さ
い
な
出
来
ご

　
　
　
と
に
も
心
を
配
る
こ
と
が
歌
の
出
発
点
で
も
あ
ろ
％

　
　
　
二
首
目
、
三
首
目
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
は
違
っ
て
も

　
　
　
か
ぎ
り
な
い
愛
情
が
あ
ふ
れ
て
す
ば
ら
し
い
親
の
愛

　
　
　
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。
当
然
、
漢
字

　
　
　
を
使
う
べ
き
と
こ
ろ
を
カ
ナ
で
書
く
方
が
お
り
ま
す

　
　
　
が
辞
書
を
開
き
、
し
ら
べ
る
こ
と
も
勉
強
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

わたしの

曾塑鞍勿
「
遠

高
橋
　
智
宏
（
小
原
小
2
年
）

足
」

俳
　
　
壇

老
の
家
に
赤
き
バ
ラ
咲
く
明
る
さ
よ
　
近
内
　
キ
ヨ

　
　
　
（
評
）
老
人
ば
か
り
が
居
残
り
住
む
家
で
あ
る
が
、

　
　
　
バ
ラ
の
花
が
真
赤
に
咲
い
て
、
梅
雨
時
の
し
め
り
が

　
　
　
ち
の
家
屋
も
明
る
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
は
し
い

亡
き
母
と
心
の
会
話
　
夕
端
居
　
　
　
青
木
　
良
子

　
　
　
（
評
）
亡
き
母
を
偲
ぶ
こ
と
を
心
の
会
話
と
表
現
し

　
　
　
て
、
さ
す
が
老
巧
な
言
い
廻
し
と
思
う
。
女
性
ら
し

　
　
　
さ
も
う
か
が
え
る
旬
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
ち
ま
き

伝
え
ら
れ
白
石
綜
三
角
に
に
わ
か
　
　
日
下
　
　
文

　
　
　
（
評
）
新
人
な
が
ら
、
俄
に
作
旬
欲
を
出
さ
れ
た
作

　
　
　
家
ら
し
い
句
。
地
方
の
風
習
で
椋
の
形
も
さ
ま
ざ
ま

　
　
　
だ
が
、
白
石
綜
は
三
角
形
に
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
う
こ
う
と
夏
木
立
鳴
る
立
石
寺
　
　
佐
藤
　
周
子

雑
木
山
風
に
香
れ
り
栗
の
花
　
　
　
　
川
村
静
恵

ふ
く
ら
み
の
あ
れ
ど
浴
衣
の
折
目
か
な
鈴
木
鉄
二
郎

離
羅
魏
藷
ふ
鋸
詳

診
療
を
ま
つ
間
郭
公
し
き
り
鳴
く
　
　
高
橋
和
歌
子

母
の
忌
や
春
霞
立
つ
志
賀
の
湖
　
　
　
石
沢
　
敏
子

　
　
　
◎
広
報
俳
壇
も
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご

　
　
　
　
高
吟
を
祈
り
ま
す
。

　
　
　
八
月
旬
会
は
八
月
二
十
三
日
公
民
館
で
、
題
星
月
夜

　
　
　
鰯
雲
・
門
火
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

♂3



織自衛官募集につ隻、、て

　防衛庁では、次により自衛官を

　募集しています，，

〉応募資格　来春3月高校卒業予

　定者及び18歳～25歳の男子

〉身分　特別職国家公務員

レ待遇　初任給は月額110，200円

　定期昇給（年1回）、賞与（年3回

　4，9月分）その他各種手当が有り

　2年勤務で416，333円、4年勤務

　で1，316，333円の任期満了手当

　が支給されます。

》技術教育　普通・大型自動車免

　許、調理師、大型特殊免許、ボ

　イラー技士、特殊無線技士など

　各種資格を取得する機会があり

　ます。

※詳しくは、市民課または大河原

募集事務連絡所費0224－53－2185へ

お問い合わせください。

翻槍7ミヤキ1・ディスフ■ア

　に発表する意見文募集

　婦人の地位向上を図るために開

かれる「‘87ミヤギレディスフェア」

に発表する意見文を募集します。

「男は仕事、女は家庭」という固

定的性別役割分担意識を改め、西

暦2000年の男女平等社会を目ざす

ため、家庭、職場、地域などで体

験したり、改善したいと考えてい

ることなどを400宇詰原稿用紙5

～6枚にまとめ、末尾に住所、氏

名、年齢、職業、電話番号を記入

し応募してくだきい。

（未発表のものに限る）

＞対象県内在住の16歳以上の男女

〉募集期間・応募先

　8月1日～9月30日
　〒980仙台市本町三丁目8－1

　宮城県生沽福祉部婦人青少年課

＞表彰・発表

　10月29日（木）午前10時～午後3時

　レディスフェア会場（ホテル白萩）

〉入選　意見文5点

　詳しくは、県生活福祉部婦人青

　少年課ao22－263－2111へ

　15

囑泉云動、Fンリエつ嶺！．

　　り ター・研1修

〉趣旨　キャンプの理論と実技を

　習得し、集団活動に必要な指導

　的実践者としての資質を養う。

レ主催　宮城県泉が岳青年の家

　宮城県レクリエーション協会

〉期日　8月21日團～8月23日（日）

〉会場　宮城県泉が岳青年の家

〉参加対象・募集人員

　各地域・職場・団体および個人

　の青年・成人・青少年指導者

　　　　　男女80名

レ経費　4，500円（食費・資料代他）

〉申込み方法

（1）電話の場合盈022－379－2311－2

（2）ハガキの場合・霧・981－32

　　泉市福岡字岳山9／6

　　宮城県泉が岳青年の家

囲氏名（押印のこと）・性別・年齢

　住所・電話・勤務先・勤務先の

　電話・交通機関（自家用車・バ

　ス〔〕時利用）を明記のうえ申

　し込んでください。

璽論1園み㌣Tf」f高考，

　　マラソン犬会

　日本ジャンボリー会場として世

界各国の青少年45．000人が集合し

た南蔵王に、国立南蔵王青少年野

営場がオープンしました。この野

営場を中心会場としてマラソン大

会を開催します。奮ってご参加く

ださい。

〉主催　白石市・白石市体育協会

　自石市観光協会・白石商工会議

　所・白石市農業協同組合

＞実施機関　みやぎ蔵王高原

　　　　　　マラソン実行委員会

レ日時　9月6日（日）

　　　　受付8時30分～9時20分

〉種目

種昌

3km

5km

10k

20k

ゾ象

小学男女親子ペア（親と小学生）

　　　　　　　中学女
中学男・一般男女（高校以上）

一般男女（高校以上〉

一般男女（高校以上）

ヘルスパイオニアコース（6嚇’壮）約5㎞

スタート

10：30

11：00

〃

10：30

～働く婦人の家～
鵬手芸教室

夏のさわやかな装いにステキな

ミセスの手提げバックはいかが…・

〉日時　8月11日（火）・12日（水）

　　　　午前9時30分～12時

レ内容　ハイセンスな

　　　　　　デ“ザ’イン・ノぐック

〉材料費　2，600円くらい

〉持参するもの　かぎ針5号

　　（晃本あります）

圏親と子の手芸教室

　今人気のアイススティックで何で

　もできる工f乍に才兆単薫しましょう

〉日時　8月21日③

　　　　午前9時30分～12時

〉内容　簡単にできるペン立て

レ材料費　680円

〉対象　小学生以上の子と親

　　　言羊しく1よ盈25－5095

　　　　　働く婦人の家ヘ…・

〉参加資格　健康であること

》参加申し込み　所定の申込用紙

　に記入し、8月15日（土）まで

1〉参加料　小・中学生300円　高校

　生500円　一般1，000円　親子ペ

　ア1，000円ヘルスパイオニアコ

　ース500円

※詳しくは教育委員会みやぎ蔵

　王高原マラソン大会事務局

　盈25－2111（内線411，412）まで

　お問い合わせくだきい。

羅かるた一目道場の

　　　　　　開催について

　仙南かるた同好会主催の恒例か

るた一日道場を開きます。ふるっ

てご参加ください。

〉日時8月2日〔日）9時～15時

〉場所蔵王三住地区研修センター

＞講師百人一首指導協会

　　　　　高橋輝生会長

〉昼食　各自持参

※問い合わせは雪26－3238へ

公民館だより
）’、｛蚕乍映、画鑑賞会

　名作といわれる感動的なよい映

画を鑑賞することによって、豊か

な心を養い、映画のよさを知って

もらうとともに、親と子の共通の

話題を提供することを目的に開催

します。

　入場は無料です．お誘いあわせ

のうえご来場ください。

〉日時　8月9日旧）

　　　　午後6時30分～8時30分

レ会場臼石市中央公民館大ホール

〉上映作品
　きばおロう

　「牙王」　（アニメ75分カラー）

　「一休さん」（アニメ25分カラー）

★第胴回子一とも会・

　　　　　ソフトホール大会

　子ども会活動の普及と拡充強化

をはかるため、第11回子ども会ソ

フトボール大会を開催します。市

内の小学校10校から12チームが集

まり、熱戦が展開されます。

　市民の皆さまのあたたかいご声

援をお待ちしています。

〉日時　8月30日（日）午前9時～

　　（雨天の場合9月13日）

＞会場　白石第二小学校　校庭

★高山植物観察会参加者募集

り〉日時　8月23日（日）

〉観察地南蔵王

〉募集人員　40名

〉参加費　500円（昼食・水筒持参）

レ参加受付期間　8月6日～13日

※詳しくは、白石市中央公民館

a24－5377・26－2453／＼どうぞ。

図 書 館

　　セ』ツ麹」驚4轡蜘罐誰誕御

家族そろって、図書館をご利用ください

☆日 置仁ヨも開　 して

0開館時間　午前10時～午後4時

（平日は午前9時』午後4時55分）

　静かに勉強、読書のできる閲覧

室もあります。

　　　手‘旧り抵本　持 晶募集

　　宮城県図書館では手づくり絵本

　を募集しています。　”世界で、た

　った一冊の「あなたの絵本」”を

　作ってお送りください。

　　今年は宮城県全域から集った作

　品を白石市図書館でも展示いたし

　ま夷市内の多くの方々のご出品を

　期待しています。

1◎綿の送り先及び応募締切り

享　宮城県図書館奉仕課（㊥983仙台

　　市榴ケ岡5）へ9月30日（水）まで

髪　または白石市図書館へ9月25日
ろ

》③まで。
メ

奎態…異，、鋤

　と　ド）特蔓

　　「夏」あつい思いをこめて”平

和”を叫ぶ声があちらこちらから

湧きあがります。戦争についてみ

んなで考える季節です。

　7月に続き”戦争を考える”テ

ーマで近代の戦争に関する本を特

集しています。ご利用ください。

r鳥・4写二5王1盛り一仁1弓みなみ，v

　夏休み「ふるさとの歴史教室」

　一政宗と小十郎景綱一

　今、人気の的となった政宗公と

景綱公。郷土の歴史を理解する好

機です。

●日時　8月6日　10＝00～11：30

●講師　元自中校長小岩庄一先生

●定員　50名希望者は図書館へ。

☆8月の体館日

　8月31日（月）館内整理のため

赫
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凝レ1ら☆せ

奪3暮2網織，磯謝ll
暁遡9翼、，，ず．．ド．

泊翁爺大調期爵嶋

圃きれい准川にしましノよう！γ

　河川の汚染源は，工場や事業所

の排水と生活排水1が主です。工場，

事業所の排水は規制によって良く

なっていますが，その反面，生活

排水が川を汚す割合が高くなって

きました。

私たちの身近な川を汚さないよ

うに，次のことにご協力ください。

○調理クズもなるべく流さず，ま

た油類は紙などに吸いとり，燃

　えるゴミに出すこと。

○無リン洗剤，石けんを使用する

　こと。使用にあたっては表示の

分量を守ること。

Oし尿浄化槽を正しく維持管理す

　ること。

○河川や池にゴミを捨てないこと。

團原爆屍没者の慰霊ならびに
　平和率婦念の黙と1うについて

　8月6日・9日は，被爆42周年

にあたります。

　この両日に，原爆死没・者の霊を

慰め，あわせて世界恒久平和の確

立を祈念するため，平和祈念の黙

とうをささげましょう。

　また、この祈りの輪が全国に広

がり，「祈りの日」が確立される

よう念じています。

⇔黙とうをささげる日時

◎8月6日（木）

　広島市の原爆投下時刻・午前

　8時15分から1分間
◎8月9日（日）

　長崎市の原爆投下時刻・午前

　11時2分から1分間

＝ミン磯二‘恵㌣聾ーく7画黛ツニ、一、㌧ 1一一．．」驚．〆 ．．

官公庁だより
’もヤ粘r弗・｛む準登孟隠f一篇馳馬一一こ．．．．」扇

☆花火による事故に

　　　　注意しましょう鯉

團手話講習会 主唱通産省電気便用安全目間8月1日》3旧

電気は良い篭気設備で

正しく使って明るい暮らし

一電気の安全使うあなたが主役です一

　大人も子どもも……家族みんな

で楽しめる花火は，夏の夜ならで

はの風物詩です。

最近は，いろいろな種類の花火

がでまわり，取り扱い方も複雑に

なってきました。そのため取り扱

い方を間違えると，けがや火災な

ど思わぬ事故にっながりますので，

次のことに注意しましょう。

〉期間　8月17日（月）～8月21日團

　　　午後6時30分～8時30分
〉会場　臼石市役所第4会議室

〉講習内容　初級程度の手話実技

　及び聴覚障害者福祉に関する講義

〉募集人員　50名程度

〉受講料無料

レ主催　白石手話サークル

〉申し込み　社会福祉協議会

　　　　魯25－2m（内線158）

｛裏総繊弊｝

一7

恩
oo～

圃

㈲東北電気保安協会

　一一花火あそびにこの注意一

①花火に書いてある遊び方をよく

　読んで必ず守りましょう。

②風の強いときは，あぶないから

　やめましょう。

③水を用意しましょう。

④吹き出し，打上げなどは，火が

　消えても筒をのぞいてはいけま

　せん。

⑤花火をポケットにしまいこむの

　は、絶対やめましょう。

⑥たくさんの花火に，一時に火を

　っけるのはやめましょう。

⑦花火をほぐして遊ぶのは危険で

　す。絶対やめましょう。

⑧花火遊びには、大人につきそっ

　てもらいましょう。

⑨長時聞にわたる花火遊びは遠慮

　しましょう。近所で赤ちゃんが

　眠れないかもしれません。勉強

　中の人の妨害にもなります。

⑩花火は，通行人や家に向けて打

　ち上げないようにしましょう。

　　　一白石消防署一

☆サラリーマンと税金

　サラリーマンの所得税は、給料

などの支払いを受けるときに源泉

徴収されます。源泉徴収された所

得税は、12月の最後の給与の支払

いを受けるときに、年末調整によ

り、1年間分が精算されます。

17☆「し尿・こみ」の収集の休業について休業期間 8月14日　（金曜日コースの全地域／

8月15日（土曜日コースの全地域）

1一”fr

キ
警察では，8月1日から31日ま

で「行方不明の人をさがす相談所」

を開設して，行方不明者の安否を

気づかっておいでの方の相談に応

じます。

O行き倒れ，自殺，事故死などで

身元不明のままとなっている不

　幸な人は，過去15年の間に県内

　では52体，全国では10，963体に

　のぼっています。

○警察では、いろいろと手を尽し

身元をさがしていますが，家族

や知り合いの方に確かめていた

　だかないと明らかになりません。

　お心当たりの方は，ためらわず

　にご相談ください。

○相談所は，県警察本部と県下各

警察署に設けられています。

※詳しくは，宮城県警察本部鑑識

課または臼石警察署a25－2138に

お尋ねください。

歯緊急経済鰐策に伴う
住宅金融公庫融資制穫の
蔵善についてのお知らせ

〉主な改普内容

1．金利の引き下げ

　㈲マイホーム新築の場合

住宅φ規模

120㎡以下

120㎡～145㎡

145㎡～200㎡

佃

4．7％

5。0

5．2

4．2％

4．45

4．7

Z．制度の改善

　（1）120㎡超の住宅の融資限度

　　額の引き上げ
　　（120～250万増額）

　（2）建て替え住宅に対して通常

　　融資額に100万円加算

　13）土地資金を受ける方の特別

　　加算額の250万円引き上げ

〉適用は、62年度第1回募集の4

月24日に遡り、第2回受付は7

月中旬～8月頃の予定です。

なお・詳しくは費022（227）9311

〒980仙台市片平1－3－18

　住宅金融公庫仙台支所

　　サービス相談室へ。

県内で横編ニット製造業に係る

手動編機による編立て、リンキン

グミシンによるかがり、または手

かがりの業務に従事する家内労働

者の最低工賃が62年6月20日から

改正されました。

◎最低工賃についてのご照会、ご

相談は、宮城労働基準局賃金課

費022－221－6111（内線）231～236

仙台市本町3－2－23仙台第2
合同庁舎、または最寄りの労働基

準監督署へ。

禽新し．く創設された1中小壷

　業転換等能力關発緯付金
　をご活爾くたさい，ノ

中小企業事業主が行う事業転換

または事業多角化の円滑な推進に

資することを目的に、本年度から

新しく創設された給付金です。

　この給付金は、労働組合（無い

場合は従業員の代表者）の意見を

聴いて、事業転換等能力開発計画

に基づき、計画対象期間内に、対

象労働者に配置転換等により新た

な職務に就かせるため、専門的な

知識または技能を習得させるため

に必要な職業訓練を受けさせる事

業主に対して助成するものです。

※詳しくは、宮城県商工労働部職

業能力開発課向上訓練係費022－26

3－2111（内線3633）へどうぞ。

　宮城県交通事故相談所

一交通事故にあわれた方に一

〇相談は一切無料で、秘密にいた

　します。

O相談所は土・日曜日、各相談室

は土・日・月曜日が休みです。

O相談受付は午前9時から午後4

時までです。

【相談所1仙台市堤通雨宮町4－17

（県仙台合同庁舎2F）費022－275－9255

【大河原相談室】（県大河原合同庁

舎内）費0224－53－3111（内線221）

■宮城県警察官募集

　宮城県では、昭和63年4月採用

の警察官を募集します。

【警察官A】

O年齢・性別　昭和35年4月2日

　から昭和45年4月1日までに生

　まれた男子。

O採用人員　約40名

o学歴　学校教膏法による大学（短

期大学を除く）の卒業者，また

　は昭和63年3月卒業見込みの者

　及びこれらと同等以上の学歴を

　有すると認められる者。

【警察官B】

○年齢・性別　「警察官A」と同じ。

O採用人員　約40名

○学歴「警察官A」の学歴以外の者。

【婦人警察官】

○年齢・性別　昭和35年4月2日

　から昭和45年4月1日までに生

　まれた女子。

○採用人員　若干名

O学歴　学歴は問いません。

○受付期問　昭和62年8月11日（火）

　から9月7日（月）まで。

☆試験日時及び場所

　昭和62年9月27日（日）午前10時～

場所については、次の3ヶ所の

　うちからいずれかを受験票によ

　り指定します。

◇宮城県仙台第二高等学校

　　（仙台市川内澱橋通1）

◇宮城県工業高等学校

　　（仙台市米ヶ袋三丁目2－1）

◇宮城県警察学校

　　（仙台市台原五丁目1－1）

☆間い合わせ

　詳しくは、白石警察署費25－2138

　または最寄りの派出所，駐在所

へお問い合わせください。

たばこは
市内で買いましょう！ノ
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　第27回白石市総合体育大会
　7月5日、中央公民館にお』いて
自石市総合体育大会の開会式が行
われました。式後、各会場におい
て熱戦が展開され、白二小体育館
では豆闘士たちの大人顔負けの演
武に盛んに声援が送られていまし
た。
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※都合により変更になる場合もあります。

定　例　相 談
（8月分）

相談底分

市長相談

人権擁護
相　　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

看克矛砦番目言炎

消費生活
相　　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

、無半斗7去律

相　　　談

身　障　者
相　　　口炎

年
畝

少青
相

相談欝
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10：00～
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9：30～

　15：00

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

自石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

白石市役所3階

第3会議室

内　　審

市行政に対する質問、

要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続、
借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

7月と8月は休みです。
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いる女性の方

法律についての困りご
と
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：子供の教育上の相談
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團人口の動き　7月1日現在　人口42，481人男20，842人女21，639人世帯11，681戸 18P


